
42010. ５. １2010. ５. １　　　　　　広報りっとう広報りっとう

トピック・ニュース

　

市
の
給
水
件
数
は
毎
年
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
給
水
需
要
は
こ
こ
数
年
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
料
金
収
益
も
ピ
ー

ク
時
の
平
成
17
年
度
と
比
較
し
て
、
21

年
度
末
で
は
約
５
千
万
円
の
減
収
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、『
上
下
水
道
料
金

一
括
納
付
』
を
実
施
し
、
更
な
る
事
務

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

窓
口
の
一
元
化
に
よ
る
お
客
さ
ま
の
利

便
性
の
向
上
と
あ
わ
せ
、
人
員
お
よ
び

経
費
削
減
に
よ
り
、
上
下
水
道
事
業
の

健
全
経
営
に
引
き
続
き
努
め
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

下
水
道
料
金
』
と
し
て
同
時
に
振
り
替

え
ま
す
。

◎
納
付
書
払
い
の
場
合

　

金
融
機
関
の
窓
口
で
直
接
納
付
い
た

だ
く
お
客
さ
ま
に
は
、『
上
下
水
道
料

金
』
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
納

期
限
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

の
振
替
口
座
な
ど
が
異
な
る
お
客
さ

ま
に
は
、
い
ず
れ
か
に
統
一
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
照
会
文
書
を
７
月
上

旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

※
８
月
検
針
（
９
月
請
求
）
分
か
ら
、

検
針
時
に
お
渡
し
し
て
い
る
「
水
道

使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
」
お
よ
び

「
納
付
書
」
に
は
、
水
道
ま
た
は
下

水
道
の
い
ず
れ
か
の
み
ご
利
用
の
場

合
も
、
す
べ
て
『
上
下
水
道
料
金
』

と
表
記
（
内
訳
と
し
て
水
道
料
金
・

下
水
道
使
用
料
を
記
載
）
し
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
水
道
メ
ー
タ
の
検
針
月
、
料
金
の
計

算
方
法
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
下
図
の
と
お
り
一
括
に
よ

る
隔
月
請
求
に
な
る
こ
と
か
ら
、
年

間
あ
た
り
の
料
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が
、納
付
回
数
が
半
分
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
の
同
一
使
用
期
間

の
請
求
が
統
一
さ
れ
、
分
か
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

問
合
せ
…
上
下
水
道
課

☎
551-

０
１
３
５　
　

554-

３
８
６
６

FAX

経
費
削
減
に
向
け
て

こ
こ
が
変
わ
り
ま
す

◎
口
座
振
替
の
場
合

　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
を
『
上

口径 13mmの水道メータで上下水道とも使用水量 22㎥ の場合
従来の請求方法

検針月 翌月 翌々月

水道料金
２カ月間の
使用水量検針
＝ 22㎥

上旬に水道料金
22㎥分 2,142 円

を請求

前回検針以降
２カ月間の
使用水量検針

下水道
使用料

上旬に下水道使用料
22㎥分 2,540 円

を請求

変更後の請求方法
検針月 翌月 翌々月

上下水道
料金

２カ月間の
使用水量検針
＝ 22㎥

上旬に上下水道料金
22㎥分 4,682 円を請求
（内訳：水道料金 2,142 円

＋
下水道使用料 2,540 円）

前回検針以降
２カ月間の
使用水量検針

上下水道料金として合算

※偶数月検針地域＜治田・治田西・治田東・金勝（観音寺地区を除く）・栗東ニューハイツ・
六地蔵団地・トレセン内住宅＞は ８月検針（９月請求）分から、奇数月検針地域＜葉山・
葉山東（栗東ニューハイツ、六地蔵団地を除く）・大宝・大宝西・大宝東・観音寺・トレ
セン内厩舎＞は９月検針（10月請求）分から合算料金となります。

『
上
下
水
道
料
金
』
と
し
て
一
括
納
付
に

９
月
か
ら
「
水
道
料
金
」
と
「
下
水
道
使
用
料
」
を
合
算

　

本
市
上
下
水
道
事
業
で
は
、
こ
れ
ま

で
別
々
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る

「
水
道
料
金
」と「
下
水
道
使
用
料
」を
、

今
年
８
月
検
針
（
９
月
請
求
）
分
か
ら

『
上
下
水
道
料
金
』
と
し
て
一
括
納
付

方
式
に
変
更
し
ま
す
。
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「
も
っ
と
知
り
た
い
、
た
ば
こ
と
健
康
」

健
康
り
っ
と
う
21　

〜
あ
な
た
の
健
康　

家
族
の
安
心
〜

　

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響
は
科

学
的
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
受

動
喫
煙
（
泫
１
）
に
お
い
て
も
、
頭
痛

な
ど
の
諸
症
状
や
呼
吸
の
抑
制
、
心
拍

数
の
増
加
な
ど
が
見
ら
れ
、
肺
が
ん
や

循
環
器
疾
患
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
く
な

る
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ｃ
（
国
際
が
ん
研
究

機
関
）
は
、
証
拠
の
強
さ
に
よ
る
発
が

ん
性
分
類
に
お
い
て
、
た
ば
こ
を
グ
ル

ー
プ
１
（
発
が
ん
性
が
あ
る
）
と
分
類

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
動
喫
煙
の
煙
の
中
に
は
、

ニ
コ
チ
ン
や
一
酸
化
炭
素
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
た

ば
こ
を
吸
わ
な
い
妊
婦
で
も
低
出
生
体

重
児
の
出
産
の
発
生
率
が
上
昇
し
た

り
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
、
子
ど
も

の
呼
吸
器
感
染
症
や
ぜ
ん
そ
く
発
作
を

誘
発
し
た
り
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

報
告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
増
進
法
で
は
第
25
条
に
お
い
て

「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
を
管
理

す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者
に

つ
い
て
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
「
た
ば
こ
の
規
制
に

関
す
る
世
界
保
健
機
関
枠
組
条
約
（
Ｆ

Ｃ
Ｔ
Ｃ
）」
の
締
約
国
で
あ
り
「
た
ば

こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
保

護
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
泫
２
）

を
採
択
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
市
の
健
康
増
進

計
画
「
健
康
り
っ
と
う
21
」
に
た
ば
こ

の
領
域
を
設
定
し
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
そ
の
1
つ
と
し
て
、
受
動

喫
煙
防
止
を
目
的
に
総
合
福
祉
保
健
セ

ン
タ
ー
（
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
）
の
敷

地
内
禁
煙
を
世
界
禁
煙
デ
ー
で
あ
る
５

月
31
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。
特
に
赤
ち

ゃ
ん
や
子
ど
も
は
、
自
ら
た
ば
こ
の
煙

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
周

り
の
大
人
が
子
ど
も
を
た
ば
こ
の
害
か

ら
守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
れ
は
、

自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
た
ば
こ
の
害
を
知
り
、
受
動

喫
煙
防
止
へ
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

泫
１
【
受
動
喫
煙
】
…
喫
煙
者
の
周
囲

の
人
が
、
自
分
の
意
思
と
は
無
関
係

に
副
流
煙
（
喫
煙
者
が
直
接
吸
う
主

流
煙
に
対
し
、
た
ば
こ
の
先
か
ら
立

ち
上
る
煙
）
と
呼
出
煙
（
喫
煙
者
が

吐
き
出
す
煙
）
を
吸
い
込
む
こ
と
。

泫
２
【「
た
ば
こ
の
煙
に
さ
ら
さ
れ
る

問
合
せ
…
健
康
増
進
課

☎
554-

６
１
０
０　
　

554-

６
１
０
１

FAX

こ
と
か
ら
の
保
護
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
主
な
内
容
】
…
１
０
０

％
禁
煙
以
外
の
措
置
（
換
気
、
喫
煙

区
域
の
使
用
）
は
、不
完
全
で
あ
る
。

す
べ
て
の
屋
内
の
職
場
、
屋
内
の
公

共
の
場
及
び
公
共
交
通
機
関
は
禁
煙

と
す
べ
き
で
あ
る
。

〜
た
ば
こ
と
健
康
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

健
康
へ
の
害
を
受
け
な
い
人
を
増
や
そ
う
！
〜

◆楽に禁煙できる方法があります！◆
　ニコチン代替療法で禁煙が楽にできます。病
院で健康保険を使って禁煙できる仕組みができ
ています。薬も登場！　また、ニコチンパッチ
は薬局でも購入できます。ただし、一番大きな
サイズのパッチは、医師の処方箋が必要です。
　妊婦・授乳中のお母さんはニコチン代替療法
はできませんので、禁煙相談をお勧めします。

■栗東市内の禁煙治療に健康保険が
　使える医療機関
　◎済生会滋賀県病院（大橋二丁目４番１号）
　　☎ 552-1221 (代表）　 FAX 553-8259

　◎きづきクリニック（岡 195 番地１）
　　☎ 553-8051 FAX 554-8840

　◎栗東はた内科医院　（苅原 233 番地）
　　☎ 554-5550 FAX 554-5582
　　
●健康増進課では禁煙相談を行っています。事
前に健康増進課に予約をお願いします。

喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
悪
影
響

健
康
増
進
法
な
ど
の
規
定

◎
５
月
31
日
か
ら
な
ご
や
か
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
禁
煙
を
実
施
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平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
が
下
表
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
世
帯
は
、
次
の
よ
う
に
均
等
割
、
平

等
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

●
７
割
軽
減
…
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の

合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
世
帯

●
５
割
軽
減
…
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の

合
計
額
が
33
万
円
＋
（
24
・
５
万
円

×
世
帯
主
を
除
く
被
保
険
者
数
）
以

下
の
世
帯

●
２
割
軽
減
…
世
帯
主
と
そ
の
世
帯
に

属
す
る
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
の

合
計
額
が
33
万
円
＋
（
35
万
円
×
被

保
険
者
数
）
以
下
の
世
帯

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
や
雇

い
止
め
な
ど
に
よ
る
離
職
を
さ
れ
た
人

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
国
保
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

●
対
象
者
…
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資

格
者
（
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離

職
）
や
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
い
止

　

市
は
、
平
成
18
年
度
ま
で
国
民
健
康

保
険
の
財
政
に
、
法
令
等
で
定
め
ら
れ

た
以
外
に
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）

額
を
低
く
押
さ
え
る
た
め
に
、
市
の
一

般
会
計
か
ら
財
政
支
援
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
こ
の
財
政
支
援
が
、
低
所

得
の
人
へ
の
支
援
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
国
保
以
外
の
保
険
（
会
社
の
健

康
保
険
等
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
か

ら
み
れ
ば
、
二
重
三
重
の
医
療
保
険
へ

の
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年

度
か
ら
３
年
か
け
て
保
険
税
率
の
見
直

し
を
進
め
、
低
所
得
の
人
や
会
社
の
健

康
保
険
等
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

か
ら
も
理
解
い
た
だ
け
る
仕
組
み
と
し

ま
し
た
。

　

国
保
税
は
、
法
律
等
に
よ
り
年
度
当

初
の
医
療
給
付
の
見
込
額
か
ら
算
定
し

ま
す
。
そ
し
て
、
医
療
給
付
の
額
は
、

生
活
習
慣
病
か
ら
く
る
治
療
費
な
ど
に

よ
り
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
と
、
病
院
窓
口
な
ど

で
の
自
己
負
担
が
増
え
る
だ
け
で
な

く
、
国
保
税
と
し
て
皆
さ
ん
の
負
担
も

増
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
の
必
要
な
保
険
税
額

は
、
医
療
給
付
の
額
の
伸
び
が
４
・
81

％
と
見
込
ま
れ
、
ま
た
、
今
日
の
経
済

状
況
か
ら
、
国
保
被
保
険
者
皆
さ
ん
の

所
得
の
減
少
に
よ
り
10
・
４
％
増
の
保

険
税
額
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
国
保
財
政

の
基
本
原
則
を
踏
ま
え
、
被
保
険
者
の

所
得
割
保
険
税
の
負
担
能
力
が
特
に
不

足
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
緊
急

避
難
的
に
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
所
得

の
減
少
に
よ
る
５
千
万
円
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
し
て
、
本
市

の
保
険
税
額
を
、
医
療
費
の
伸
び
た
分

４
・
81
％
の
増
と
す
る
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

国
保
被
保
険
者
を
は
じ
め
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成 22 年度税率 ※参考　平成 21 年度税率

医療保険分 後期高齢者支援金分
介護保険分
（40 ～ 64 歳） 医療保険分

後期高齢者
支援金分

介護保険分
（40 ～ 64 歳）

所得割
（※課税対象所得に対し） 7.84% 2.10% 1.75% 7.33% 2.05% 1.68%

均等割
（被保険者１人につき） 31,700円 8,150円 8,950円 30,200円 7,800円 8,900円

平等割
（１世帯につき） 28,300円 7,500円 5,250円 27,000円 7,200円 5,200円

最高限度額 500,000円 130,000円 100,000円 470,000円 120,000円 100,000円

※課税対象所得…総所得金額－33万円

均
等
割
・
平
等
割
の
軽
減

非
自
発
的
失
業
者
に
か
か
る

国
保
税
の
軽
減
措
置

国
保
財
政
の
現
状

市
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
変
更
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問
合
せ
…
教
育
総
務
課

☎
551-

０
１
２
９　
　

551-

０
１
４
９

FAX

　

３
月
末
に
退
任
し
た
岩
﨑
洋
子
教
育

長
の
後
任
と
し
て
、
４
月
２
日
付
け
で

森
本
明
教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
森

本
教
育
長
は
38
年
間
教
員
と
し
て
勤
務

し
、
栗
東
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
し
て

い
ま
す
。

　

１人あたり医療費（円）

医療費（千円）

１人あたり
医療費（万円）

医療費
（億円）

医療費の推移

森本明教育長

の
健
康
を
管
理
す
る
と
と
も
に
、
病
気

が
見
つ
か
っ
た
と
き
は
、
早
期
治
療
、

重
症
化
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
家
族
ぐ
る
み
で
持

ち
ま
し
ょ
う

　

診
療
だ
け
で
な
く
、
健
診
結
果
や
家

族
の
病
歴
な
ど
を
か
か
り
つ
け
医
と
共

有
す
る
こ
と
は
、
救
急
時
や
専
門
医
へ

の
紹
介
時
の
適
切
な
情
報
提
供
に
つ
な

が
り
ま
す
。

●
緊
急
性
の
低
い
時
間
外
受
診
は
や
め

ま
し
ょ
う

　
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
い
わ
れ
る
緊

急
性
の
低
い
時
間
外
の
受
診
は
、
加
算

に
よ
る
医
療
費
の
増
加
だ
け
で
な
く
、

救
急
医
療
を
阻
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
重
複
受
診
」「
頻
回
受
診
」同
様
に
、

適
正
な
受
診
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬

品
）
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
と
同

等
の
有
効
成
分
・
効
能
で
、
新
薬
よ
り

低
価
格
で
す
。
診
察
時
な
ど
に
、
医
師

や
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
制
度
や
加
入
に
つ
い
て
の
問
合
せ
…

福
祉
保
険
課

☎
551-

１
８
０
７　
　

553-

３
６
７
８

国
保
税
に
つ
い
て
の
問
合
せ
…

税
務
課 

市
民
税
係

☎
551-

０
１
０
６　
　

551-

２
０
１
０

FAX

め
な
ど
に
よ
る
離
職
）
と
し
て
失
業

等
給
付
を
受
け
る
人
。

●
軽
減
額
…
前
年
の
給
与
所
得
を

１
０
０
分
の
30
と
し
て
所
得
割
の
算

定
や
均
等
割
・
平
等
割
の
判
定
を
行

い
ま
す
。

●
軽
減
期
間
…
離
職
の
翌
日
か
ら
翌

森
本
明
教
育
長
が
就
任

市
教
育
委
員
会

■
就
任
に
際
し
て
の
あ
い
さ
つ

　
「
今
回
、
市
教
育
行
政
の
重
責
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
社
会
の
急
激

な
変
化
に
と
も
な
っ
て
、
教
育
に
関
わ

る
課
題
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
ま

た
栗
東
市
は
現
在
財
政
的
に
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
時

代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
市
の
教

育
充
実
、
発
展
の
た
め
、
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
少
し

で
も
少
な
く
し
、
安
定
し
た
国
保
運

営
と
皆
さ
ん
の
健
康
が
維
持
で
き
る
よ

う
、
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
の
中
で
も
運
動
や
適
正
な

食
生
活
を
心
が
け
、
健
康
な
生
活
の
維

持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

健
康
診
査
を
年
１
回
は
受
け
、
自
分

年
度
末
ま
で
。
な
お
、
平
成
21
年
3

月
31
日
か
ら
22
年
3
月
30
日
ま
で
に

離
職
さ
れ
た
人
は
、
平
成
22
年
度
に

限
り
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
市

民
税
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　

国
保
制
度
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
助
け
合
う
社

会
保
険
制
度
で
す
。
保
険
税
の
ご
負
担

を
お
願
い
し
ま
す
。
失
業
な
ど
で
所
得

が
減
少
し
て
、
支
払
い
が
困
難
に
な
っ

た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
税
務
課
納

税
推
進
室
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
保
は
助
け
合
い
の
制
度

FAX
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問
合
せ
…
生
活
環
境
課 

環
境
政
策
係

　

☎
551-

０
３
３
６　

552-

７
０
０
０

FAX

　

夏
を
涼
し
く
過
ご
し
、
省
エ
ネ
に
も

効
果
が
あ
る
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」

育
て
て
み
よ
う
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
！

温
暖
化
対
策
に
取
り
組
も
う

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
環
境
基
本
計
画
に
あ
る
緑

化
推
進
、
教
育
学
習
の
振
興
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ゴ
ー

ヤ
の
苗
を
１
世
帯
に
４
株
ま
で
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

■
「
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
」
の
効
果
！

①
冷
房
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
を

減
ら
す
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果

②
二
酸
化
炭
素
が
植
物
の
光
合
成
に
よ

り
吸
収
さ
れ
る
効
果

③
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
建
物
に
熱
を
蓄
積

さ
せ
な
い
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
緩
和

効
果

申
込
み
期
間
：
平
成
22
年
５
月
11
日
㈫

〜
17
日
㈪ 

開
庁
時

配
布
数
：
2
５
0
世
帯（
先
着
順
で
す
）

配
布
日
：
平
成
22
年
５
月
20
日
㈭
〜
22

日
㈯

（
配
布
場
所
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は

申
込
者
に
は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
）

対
象
：
栗
東
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

で
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
協
力
で
き
る

人
申
込
み
：
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
希
望
株
数
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い

処
分
場
周
辺
水
質
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
概
要

平
成
21
年
度
旧
㈱
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　

平
成
22
年
２
月
16
日
に
実
施
し
た
、

平
成
21
年
度
４
回
目
の
処
分
場
周
辺
水

質
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
概
要
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

調
査
は
、
処
分
場
周
辺
の
地
下
水
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
処
分
場
周
辺

９
カ
所
の
調
査
用
観
測
井
で
、
簡
易
水

質
調
査
お
よ
び
有
害
物
質
の
項
目
に
つ

い
て
実
施
し
ま
し
た
。

問
合
せ
…
産
業
廃
棄
物
対
策
室

☎
551-

０
４
６
９　
　

552-

７
０
０
０

FAX

●
調
査
結
果
概
要

　

調
査
地
点
９
カ
所
の
う
ち
、
ひ
素
は

２
カ
所
、
ほ
う
素
は
４
カ
所
の
観
測

井
で
、
地
下
水
の
環
境
基
準
値
を
超
え

て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
観
測

井
の
う
ち
３
カ
所
は
Ｅ
Ｃ
（
電
気
伝
導

率
）
に
つ
い
て
も
高
い
値
で
し
た
。
総

水
銀
に
つ
い
て
は
、
今
回
検
出
さ
れ
た

観
測
井
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
鉛
が

検
出
さ
れ
て
い
る
観
測
井
も
あ
り
ま
し

た
が
、
前
回
同
様
地
下
水
の
環
境
基
準

値
内
で
し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
に
つ
い
て
は
、
１
カ
所
で
安

定
型
処
分
場
の
周
縁
地
下
水
の
基
準
値

を
超
え
て
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
９
カ
所

の
観
測
井
の
う
ち
、
地
下
水
の
環
境
基

準
値
お
よ
び
安
定
型
処
分
場
の
周
縁
地

下
水
の
基
準
値
を
超
え
て
い
た
の
は
前

回
調
査
に
引
き
続
き
４
カ
所
で
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
今
回
の
調
査
で
も
新

た
に
検
出
さ
れ
た
有
害
物
質
は
無
く
、

大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
平
成
22
年
度
に
お
い
て
も
、
４
回
の

処
分
場
周
辺
水
質
等
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
随
時
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

▲

大
宝
西
保
育
園
の
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン

（
昨
年
）
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4
月
6
日
㈫
か
ら
15
日
㈭
ま
で
の
10

日
間
、「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
諸
活

動
に
携
わ
る
推
進
団
体
の
志
気
を
高

め
、
ま
た
交
通
安
全
意
識
の
活
発
化

を
図
る
た

め
、
運
動

の
初
日
で

あ
る
６
日

㈫
に
栗
東

芸
術
文
化

会
館
さ
き

ら
に
て
出

平
成
22
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
出
動
式

問
合
せ
…
土
木
交
通
課

☎
551-

０
２
９
１　
　

552-

７
０
０
０

FAX

こ
ん
な
と
き
は
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
？

こ
ん
に
ち
は
！
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す　

認
知
症
シ
リ
ー
ズ
④

動
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
動
式
に
続
い
て
、
参
加
者
全
員
で

栗
東
駅
周
辺
に
お
い
て
啓
発
品
を
配
布

し
、
の
ぼ
り
旗
・
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、

交
通
安
全
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼

び
か
け
、
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
は
じ
め
市
民
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
目
的
に
、
毎
月
15
日
の

「
高
齢
者
交
通
安
全
の
日
」
を
重
点
に

　

今
ま
で
と
違
う
様
子
が
Ａ
さ
ん
に
は

見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
認
知
症
の
症
状

は
日
常
生
活
上
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

に
現
れ
る
こ
と
が
多
い
も
の
で
す
。
Ａ

さ
ん
の
場
合
は
、

①
約
束
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う　

②
同
じ
こ
と
を
何
度
も
話
す

　

と
い
っ
た
症
状
か
ら
認
知
症
が
疑
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
あ
れ
？
ち
ょっ
と
変
だ

な
」
と
思
っ
た
時
の
相
談
機
関
と
し
て
、

①
医
療
機
関

　

認
知
症
は
早
め
に
発
見
し
て
、
適
切

な
治
療
を
行
う
と
、
症
状
を
軽
減
し
た

り
悪
化
を
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
や
認
知

症
の
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

１
階
）

高
齢
者
自
ら
が
街
頭
啓
発
や
地
域
で
の

交
通
安
全
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

交
通
事
故
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
の
全
体
研
修
会
へ
の
参

加
、
春
の

全
国
交
通

安
全
出
動

式
に
も
参

加
し
ま
し

た
。

問
合
せ
…
長
寿
福
祉
課 

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
551-

０
２
８
５　
　

551-

０
５
４
８

FAX

　

か
か
り
つ
け
医
が
な
い
人
や
、
ど
こ

の
病
院
に
行
っ
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
時
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
関
係

機
関
と
の
連
携
や
、
認
知
症
の
人
へ
の

か
か
わ
り
方
、
地
域
で
ど
の
よ
う
な
見

守
り
が
で
き
る
の
か
な
ど
を
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

平成22年度滋賀県
交通安全スローガン

•やさしさが キラリ湖国の 交通マナー

•貼ってます 孫からもらった 反射材

•みぎひだり 親子で渡る カイツブリ

▲交通安全を誓いました

▲交通安全の知識を深
めます

交
通
安
全
シ
ル
バ
ー

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
活
動

　

お
隣
の
Ａ
さ
ん
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
が
楽
し
み
で
、
毎
週
参
加

し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
休
み
が
ち

で
す
。
誘
っ
て
も
忘
れ
て
し
ま
う

の
か
、
な
か
な
か
参
加
さ
れ
ま
せ

ん
。
同
じ
こ
と
を
話
す
こ
と
も
多

く
な
っ
て
き
て
心
配
で
す
。
こ
ん

な
と
き
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
？


